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い Quaglioni (2014) による最新の別の読みの提案を棄却する。一方、『カングランデ
・デッラ・スカラ宛書簡』中の «alia utilia rei publice»「公共に有益な他のこと（を目
下のところ断念せざるを得ない）」という一節（Ep. XIII, 88）が『帝政論』を指すと




















































































た論理学技法の特徴を検証し、次いで論述内容に関しては ③可能知性 intellectus pos-
sibilis をめぐる哲学上の議論、④《太陽と月の比喩》を用いた政治神学的議論、を検





















学的に最も堅固な論証の行なわれているのは「第3章 «Sicut in Paradiso Comedie iam 
dixi»」である。この文言が archetipo に遡るものであることは、『帝政論』の校訂版 




utilia rei publice の指すものが他ならぬ『帝政論』を指すとする  Padoan の説に結び
付ける。この主張に当たっても、論者は問題の表現を、その確立からキケローそして
中世に至るまで跡付けた Gaudemet の詳細な研究に基いて検討し、Padoan 説の蓋然性
の高さを見事に論証している。議論に用いられた個別研究はいずれも論者によるオリ
ジナルなものではないが、それらの成果を総合することにより自らの主張に説得力を
持たせる手法は、とりわけ先行研究に膨大な蓄積があるダンテ研究の場合には強力か
つ有効なものとなる。論者のこうした姿勢は本論文の中核部分において常に徹底して
おり、その学術的価値の高さを決定づけている。  
 国際的にも十分に通用するレベルの優れた研究であるが、全体のまとめ方には若干
の問題が無くはない。それは、わが国におけるこれまでのダンテ研究のあり方を総括
した第1章と結論に当たる第7章とが、『帝政論』の創作年代を扱った中核部分から若
干遊離した印象を与える点である。論者が情熱を傾けた最大の関心事は〈天国篇〉の
正しい位置づけに立脚する『神曲』の総合的な理解であり、序章と終章も内容そのも
のは大変興味深いのであるが、この二つの章は取って付けたような印象を免れ得ず、
実証的学術論文としてのまとまりを欠く結果となった点が惜しまれる。とはいえ、こ
うした弱点は研究成果の重要性と論文に対する評価を大きく損なうものではない。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。平成30年1月30日、調査委員3名が論文内容とそれに関連した事柄に
ついて口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
